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エー・ビー・シー
 野外教育センター

別府大学短期大学部
教授

南大分幼稚園 賀来保育園 県地球環境対策課

　※プログラム参照

・　繰り返し使えるマイバッグや風呂敷などの実物を見せることで幼児の感心をひき、認知を深める

　ことに繋がっていることが理解できた。

・　絵や写真などの２次元のもので説明するよりも、やはり実物を見せた方が良い反応が示していた。

・　時間があれば、風呂敷の使い方を実演してみせて、こどもたちの驚きを引き出してみたい。

【実施の様子】

振り返りでの意見等

【参加した指導者等からの感想・意見】

・　再生紙、パルプといった用語は、幼児には少し難しいとも思ったが、“モノを大切にしないとい

　けない”ということが感覚的に伝わっているようで、幼児なりに理解しようとする様子を見ること

　ができた。

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
参加園児（人）

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
参加者数（人）

実施プログラムの内容

【目的・ねらい】
　紙は大切な資源であり、大切に使用することで、熱帯雨林などの森林伐採を防止できることに気づく。

幼児向け環境ワークショップ研修事業　実施状況一覧

実施園 実施日時 実施団体

大分市立南大分幼稚園
平成27年12月11日（金）
　　ﾜｰｸ  9:00～10:30
   検討 10:40～11:15

特定非営利活動法人
　エー・ビー・シー
　　野外教育センター


